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敬
老
の
日
に
寄
せ
て 

― 
伸
び
ゆ
く
平
均
寿
命
の
中
で 

― 
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人
は
老
人
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
突
然
、
心
の
持
ち
方
や
考
え
て
い
る
こ
と
が

変
わ
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
老
人
に
特
別
の
心
理
状
態
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
老
年
期
に
な
る
と
、
身
体
の
働
き
は
、
若
い
と
き
に
比
較
す
れ

ば
低
下
し
て
き
ま
す
し
、
ま
た
老
人
を
と
り
ま
く
環
境
も
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
は
確
か

で
す
。
し
た
が
っ
て
老
人
に
な
る
こ
と
は
、
単
に
暦
年
齢
が
多
く
な
る
こ
と
よ
り
も
、

老
年
に
随
伴
す
る
身
体
変
化
や
環
境
の
変
化
を
受
け
る
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
の

で
す
。 

 

人
は
一
挙
に
老
人
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
と
き
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
の

躾
や
教
育
を
う
け
、
や
が
て
結
婚
し
、
子
供
を
作
り
ま
す
。
や
が
て
子
供
は
成
長
し
、

恋
人
を
つ
く
り
、
結
婚
式
を
あ
げ
て
親
も
と
を
離
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
時
、
人
は
再

び
配
偶
者
と
二
人
き
り
に
な
り
ま
す
。
や
が
て
定
年
退
職
を
む
か
え
、
夫
婦
二
人
で
、

あ
る
い
は
配
偶
者
と
死
別
し
て
、
自
分
の
老
年
を
一
人
で
歩
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
長
い
生
涯
の
う
ち
に
培
わ
れ
た
適
応
能
力
を
有
し
て
い
る
、

健
康
な
老
人
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
よ
い
よ
磨
き
が
か
け
ら
れ
て
、
一
時
は
損

失
体
験
の
た
め
に
悲
嘆
に
く
れ
る
事
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
に
適
応
し
、
立
ち

直
っ
て
ゆ
く
方
々
が
大
部
分
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

時
の
移
ろ
い
が
身
に
し
み
る
敬
老
の
日
に
、
思
う
こ
と
。
〝
人
や
生
物
に

と
っ
て
、
自
然
の
営
み
、
時
間
と
は
、
過
酷
な
も
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を

風
化
さ
せ
て
行
く
の
で
す
ね
〟 

な
か
で
も
人
に
と
っ
て
は
、
そ
の
一
方
で
、
命
や
文
化
を
育
み
、
磨
き
、

熟
成
も
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
成
し
遂
げ
て
き
た
方
々
が
、
こ
の
「
望
洋
荘
」

に
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

老
年
は
決
し
て
突
然
起
こ
っ
て
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
老
人
に
は
今

ま
で
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
養
わ
れ
て
潜
在
す
る
適
応
能
力
が
あ

る
こ
と
を
十
分
に
察
し
て
、
個
々
の
老
人
に
応
じ
た
助
力
が
な
さ
れ
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
こ
そ
が
、
老
人
の
周
り
に
い
る
私
た
ち

の
仕
事
（
責
任
）
で
あ
り
ま
す
。 

           

第 ４ ６ 号 

平成 19年 

９ 月 発 行 

暖かい秋晴れの中、｢望洋荘祭り｣で｢じゃ

んがら｣に出演が決まっている入居者様が、

鐘の練習に励んでいる光景です。 

職員に鐘の持ち方から叩き方などを教え

てもらい、太鼓に合わせて鐘を叩く練習を

何度も繰り返しながら頑張っていました。 

｢望洋荘祭り｣で成果を披露するという事

です。楽しみにしていますね！ 
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今
年
で
四
回
目
を
迎
え
た
「
望
洋
荘
祭
り
」
を
九
月
十
七
日
（
敬
老
の

日
）
午
前
十
一
時
三
〇
分
よ
り
開
始
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
も
良
く

多
目
的
ホ
ー
ル
前
の
テ
ラ
ス
に
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
な
う
事
が
出

来
ま
し
た
。
ま
た
今
回
の
望
洋
荘
祭
り
に
は
、
豊
間
の
区
長
様
を
は
じ
め
、

婦
人
会
の
会
長
様
な
ど
地
域
の
皆
様
に
も
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
家
族
様
に
お
い
て
も
、
お
孫
さ
ん
な
ど
家
族
連
れ
で
の
参
加
が
目

立
ち
、
盛
大
に
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。 

                   

                            

「
第
四
回 

望
洋
荘
祭
り
」 

さつき太鼓さんによる和太鼓の演奏です。太平洋を背負っての迫力
のある鼓動に入居者様も圧倒されていました。 

下神谷青年会さんによる｢じゃんがら念仏踊り｣を披露頂きました。古くからいわきに伝わる文化であ
り、入居者の皆様にも馴染みが深く、色々な想いでご覧になっていたと思います。 

職員による余興です。本当はただの演奏なんですが、毎年訳の解らない仮装に、会場の皆様は歌を聴く
より｢ねぇあの人だ～れ！｣と戸惑いを隠せない様子でした。 

今年の模擬店の様子です。今回で４回目という事もあり、段々と良い雰囲気になって来ました。今回の
人気は｢焼きそば｣であっという間に売り切れてしまい、買えなかった方には申し訳ありませんでした。 



五街道 雲助 師匠 
柳亭 こみち さん 
千葉   しん さん 

（第百回 いわき寄席 H18.10.24） 

寄 書 
 

五街道 雲助 師匠 
（第百回 いわき寄席 H18.10.24） 

世の中は 
喰って糞して 

        起きて寝て  

柳亭 喜多八 師匠 
（第 102回いわき寄席H19.2.21） 
 

ほ ど 

柳亭 喜多八 師匠 
（第 102回いわき寄席H19.2.21） 
 

こ こ ろ 

柳亭 痴楽 師匠 
（第 71 回いわき寄席 H13.11.8） 
 

智 仁 勇 

柳亭 小痴楽 師匠 
（第 24 回いわき寄席 H5.8.25） 

笑う門には 

福が来る  
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「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

五
街
道 
雲
助
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
九
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
二
年
十
二
月
二
十
日 

 
 

（
演
目
）
権
助
魚
、
宿
屋
の
富
、
芝
浜 

○
第
二
六
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
五
年
十
二
月
六
日 

 
 

（
演
目
）
ず
っ
こ
け
、
明
烏 

○
第
七
六
回
記
念
い
わ
き
寄
席 
平
成
十
四
年
九
月
二
四
日 

 
 

（
演
目
）
代
書
屋
、
ず
っ
こ
け
、
子
別
れ 

○
第
百
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
八
年
十
月
二
四
日 

 
 

（
演
目
）
幾
代
餅
、
夜
鷹
そ
ば
屋 

                  

柳
亭 

痴
楽
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第 

五 

回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
二
年
四
月
二
三
日 

 
 

（
演
目
）
千
早
ふ
る
、
崇
徳
院 

○
第
二
四
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
五
年
八
月
二
五
日 

 
 

（
演
目
）
ち
り
と
て
ち
ん
、
た
が
や 

○
第
五
五
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
一
年
三
月
二
二
日 

 
 

（
演
目
）
桃
太
郎
、
大
工
調
べ 

○
第
七
一
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
三
年
十
一
月
八
日 

 
 

（
演
目
）
雑
俳
、
錦
の
袈
裟
、 

○
第
八
九
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
三
年
十
一
月
八
日 

 
 

（
演
目
）
天
災
、
時
そ
ば
、
つ
づ
り
方
狂
室 

                   

柳
亭 

喜
多
八
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
二
七
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
六
年
二
月
二
一
日 

 
 

（
演
目
）
粗
忽
の
釘
、
や
か
ん
な
め
、
も
ぐ
ら
泥 

○
第
四
九
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
九
年
十
月
二
八
日 

 
 

（
演
目
）
小
言
念
仏
、
欠
伸
指
南
、
是
清 

○
第
六
七
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
三
年
三
月
二
六
日 

 
 

（
演
目
）
旅
行
日
記
、
味
噌
蔵
、
紺
屋
高
尾 

○
第
百
二
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
九
年
六
月
十
八
日 

 
 

（
演
目
）
だ
く
だ
く
、
癇
癪
、
笠
碁 

                    

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら
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九
月
十
七
日
（
敬
老
の
日
）
望
洋
荘
祭
り
に
お
い
て
、
家

族
会
よ
り
豚
汁
の
特
別
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
暖
か
い
豚
汁

に
入
居
者
様
を
は
じ
め
来
荘
者
の
皆
様
か
ら
も
、
美
味
し
い

と
大
好
評
で
し
た
。 

                      

   

入
居
者
様
の
ご
家
族
で
あ
り
ま
す
田
村
義
輝
様
よ
り
、
入

居
者
の
皆
様
に
も
っ
と
娯
楽
の
幅
を
広
げ
て
、
楽
し
ん
で
欲

し
い
と｢

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト｣

の
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
合
わ
せ
望
洋
荘
家
族
会
様
よ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
Ｄ
Ｖ

Ｄ
ソ
フ
ト
の
ご
寄
贈
を
戴
き
ま
し
た
。 

 

早
速
、
望
洋
荘
祭
り
で
は
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
を
使
い
、
入

居
者
様
や
ご
家
族
の
皆
様
で
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
今
後
も
施
設
の
入
居
者
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に

カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
様
に
、
大
切
に
使
わ
せ

て
頂
き
ま
す
。
高
価
な
品
々
の
ご
寄
贈
を
戴
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

               

  

十
月
四
日
（
木
）
午
前
九
時
～
午
後
三
時 

 
 
 

江
名
中
学
校
生
徒
の
「
体
験
学
習
」 

十
月
十
九
日
（
金
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 

 
 

施
設
全
体
「
非
難
訓
練
・
消
火
訓
練
」 

 【
十
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

十
月
一
日
生
ま
れ 

十
月
三
日(

水)

午
前
九
時
三
〇
分
～ 

 
 

四
倉 

福
井 

キ
チ
様
（
九
四
歳
）
誕
生
会 

十
月
二
日
生
ま
れ 

十
月
三
日(

水)

午
前
九
時
三
〇
分
～ 

四
倉 

佐
藤
キ
ク
エ
様
（
七
五
歳
）
誕
生
会 

十
月
九
日
（
火
）
午
前
一
〇
時
～ 

 
 
 

永
崎 

斉
藤 

清
様
（
八
十
歳
）
誕
生
会 

十
月
十
日
（
水
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

永
崎 

阿
部
ナ
ツ
子
様
（
八
五
歳
）
誕
生
会 

十
月
一
七
日
生
ま
れ 

十
月
七
日(

日)

午
前
十
時
～ 

 
 
 

薄
磯 

鈴
木 

勝
弥
様
（
八
九
歳
）
誕
生
会 

十
月
二
二
日
（
月
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 

永
崎 

梅
津 

島
子
様
（
八
四
歳
）
誕
生
会 

十
月
二
五
日
生
ま
れ
十
月
三
日(

水)

午
前
九
時
三
〇
分
～ 

 
 

四
倉 

田
村
ハ
ナ
ヨ
様
（
九
三
歳
）
誕
生
会 

十
月
二
九
日
（
月
）
午
前
十
時
～ 

 
 
 

薄
磯 

安
斎
富
美
子
様
（
八
三
歳
）
誕
生
会 

 
 

        

「
家
族
会
」
の
皆
様
に
感
謝 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
九
年
九
月
三
十
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

十
月
の
行
事
予
定 

家族会役員の皆様に、前日にテント設営や望洋荘祭りののぼり立てなどの準備を

お手伝いいただいたり、当日は朝早くから豚汁の仕込みを行ない、入居者様の昼食

に各ユニットに豚汁を配膳いただいたり、来荘者へ暖かい豚汁でお迎えいただいた

りと大活躍でありました。また、最後の片付けにも積極的にお手伝いを頂きました。

家族会の皆様の御協力に職員一同感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとう

ございました。 

「
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
」
ご
寄
贈
戴
き
ま
し
た
。 

【
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
】 

 

現
在
は
、
二
階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

キ
ャ
ス
タ
ー
付
ラ
ッ
ク
の
お
陰
で
、
移
動
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
行
事
な
ど
で
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。
皆
様

も
ご
来
荘
の
際
に
は
一
曲
如
何
で
し
ょ
う
か
？ 


